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ここで出て
きた概念（

用語）を，

思い出して
おきましょ

う！

ここ重要！
概念モデル

の用語がわ
からないと

RDA toolkitは読めない



復習1

RDAは実体・属性・関連をIFLA LRMに基づいて規定したもの

Entity実体 Entity実体

Relationship関連

Attribute属性

膨大なWebのデータからコレクション
をナビゲートするための標準設計の全
体的な構造をモデル化することが目的


Web上にメタデータを記述する枠組み
としての目録

例）

　RDF (Resource Description Framework)

　Linked Open Data

Subject

主語

Object

目的語

Predicate

述語

復習2　カード目録→書誌的宇宙のデザイン

記述

見出し語＝標目

アクセスポイント

復習3

RDAは3Rになって，いくつか新たな概念が加わった

• ユーザタスク：発見・識別・選択・入手・探索（explore） 
　例えばある主題や名称についてブラウズするということ


• 実体グループ3（主題・件名）は，Nomen, Place, Time spanに整理され，これ
ら実体をまとめてres (thing)とした。主題関係と呼称関係という新たな定義


• 代表的表現形（例：オリジナルの言語の表現形）や，逐次刊行物著作(表現
形・体現形とひとつのWEM lock）の考え方

Work 著作 res (thing)
主題である

res (thing) nomen
呼称である 部分をもつ
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RDA: 世界標準
1. 国際的原則，モデルおよび標準と整合


2. 国際的なコンテキストで使用できるキャパシティー


3. 翻訳と翻訳ワークフローの統合


4. ガバナンスを共有

RDA: 世界標準
1. 国際的原則，モデルおよび標準と整合

Chapter 1       Introduction

Chapter 2          Methodology

Chapter 3          Users and User Task

Chapter 4          Model Definition	 


1. Entities

2. Attributes

3. Relationships


Chapter 5         Model Overview

1. Entity-Relationship Diagrams

2. Constraints between Entities and Alignments

3. Modelling of  Online Distribution

4. Nomens in a Library Context

5. Modelling of  Bibliographic Identities


6. Representative Expression Attributes

7. Modelling of  Aggregates

8. Modelling of  Serials


 Chapter 6         Alignment of  User Tasks with the Entities, Attributes and Relationships

6.1	 Use Cases Illustrating the User Tasks


 Chapter 7         Glossary of  Modelling Terminology

 Chapter 8　　Conceptual Models Consulte


IFLA LRMの目次

RDA のメニュー

アルファ
ベット順

に

Entitiesの順
に

RDA toolkit

3R

RDAの紹介
集合(表現形)

アプリケーションプロファイル
コンテンツとキャリア
データの出所(根拠)

通時的著作
実体の境界
架空の名称(appellation)

体現形の説明
名辞と名称(appellation)

RDA実装シナリオ
記録方法
代表的表現形
情報資源の記述
用語
転記の原則
ユーザタスク
RDA整形式

Entitiesについては以
前のスライドIFLA 
LRMの対照図参照

RDA toolkit

3R

• 語彙のエンコーディングスキーム（語彙を符号化する方法）

• 文字列エンコーディングスキーム（文字列を符号化する方法） 
　ISO, ISBDなどの標準を選択することも可能

例

Q2479

記録方法：識別子

VESソース：ウィキデータ


May 2000

記録方法：構造化されていない説明


MDCCXXXIII

記録方法：構造化されていない説明


2019-10-07

記録方法：構造化された説明

VESソース：ISO 8601

ウィキデータは、人間とコンピューターの双方が平等に参照・編集できるフ
リーかつオープンな知識データベースサイトです。
ウィキメディアの姉妹プロジェクト群（ウィキペディアやウィキボヤージュ、
ウィクショナリーなど）の構造化データを集中的に保管・管理します。

例）時間の値の記録



RDA: 世界標準
2. 国際的なコンテキストで使用できるキャパシティー

• RDAは各目録作成機関が必要に応じてアプリケーションの決定を
行うことを期待


•新RDAでは言語，スクリプト，数字，日付および単位の選択に関
する指示は，「RDAをローカルニーズに適合」


•セマンティックWebで使用する統制語彙のリストも，すべてのコ
ミュニティーに対応できるわけではないので，一部の指示で用語
の使用を指定。例えば「publisher not identified」(出版者不明)は
異なる適切な用語を選択可とする


•例えばカナダでは，英語・フランス語でカタロギングができる

RDA toolkit

3R

BLの適用細則
LCとPCCの適用細則
MLAのベストプラクティス

注：PCC: Program for Cooperative Cataloging

　　MLA: Music Library Association

実体
ガイダンス
コミュニティーリソース

実体
ガイダンス

RDA toolkit

3R

各ページでも適用細則を
選択して表示できる

法律著作の表現形の典拠形アクセスポイント

RDA toolkit

3R

用語集
語彙エンコーディングスキーマ
コミュニティーリソース
改訂履歴
オリジナルツールキット
AACR2

• 語彙のエンコーディングスキーム（語彙を符号化する方法） 
• 文字列エンコーディングスキーム（文字列を符号化する方法）

　ISO, ISBDなどの標準を選択することが可能



RDA toolkit

3R

著作の典拠形アクセスポイントの例示で（）かっこを使っている例

RDAはさまざまなコンテキストでの使用をサポートするための
ある程度の柔軟性を導入。

RDAのポイントは，同一の文字列の生成ではなく，データ要素
の共有セット，データセットの整合性，汎用性と調和

RDA: 世界標準
3. 翻訳と翻訳ワークフローの統合


旧RDAのフランス語とドイツ語の翻訳の経験から構造をモジュール
化してテキストの配置を調整し，テンプレートを使用することで，
すべての言語のバージョンに対応するのが効率的だと気づいた。


レジストリのデータの翻訳→次に指示とガイドラインの翻訳


言語バージョンの可視化と効率的な翻訳プロセスのサポートによっ
て，完全に国際標準にする。

RDA toolkit

3R

用語集

語彙エンコーディングスキーマ

コミュニティーリソース

改訂履歴

オリジナルツールキット

AACR2
コミュニティーの改良
コミュニティーの語彙

RDA toolkit

3R
コミュニティーの語彙

一般的な略語
単位の略語
特定の言語の用語

日本語はない



RDA toolkit

3R

コミュニティーの語彙

例）イタリア語

体現形のアクセスポイント

イタリア語での体現形のアクセスポイントの略語

体現形の表示

イタリア語での体現形の大文字使用法

新翻訳方針

Policy for New Translations of RDA より
https://www.rdatoolkit.org/sites/default/files/2019-08/Translation%20Policy-RDA.pdf


RDAの翻訳には2つの異なるアプローチがあります。

•RDAツールキットに組み込まれた完全な翻訳

•部分的な翻訳。RDAツールキットには組み込まれていません。

部分的な翻訳は、RDAリファレンスの翻訳で終わります。 RDAリファレンスの
翻訳は、ライセンス料の支払いを必要とせず、ユーザーに価値を提供しなが
ら、開発と保守の要件を大幅に削減します。

RDA toolkit

3R

翻訳（言語の選択）
「完全な翻訳」の方 RDA: 世界標準

4. ガバナンスを共有

2014に組織図の変更（DNBドイツ語圏からの翻訳をきっかけに，英米にないアプ
ローチを問題視。完全に国際標準にするには，多様性に対応する＝組織改編2018）


CoP(Committee of Principals)とJSC(Joint Steering Committee)→RDA 

Board: RDA理事会とRSC(RDA Steering Committee: RDA運営委員会） に改編


RDA運営委員会メンバーには、国連の地理的地域に基づく6地域からの代表者を含む
（アフリカ，アジア，ヨーロッパ，ラテンアメリカとカリブ海，北米，オセアニア）


ただし，北米(NARDAC: the North American RDA Committee)，ヨーロッパ
(EURIC: the European RDA Committee)，オセアニア(ORDAC: the Oceania 

RDA Committee)以外はHP準備中
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繰り返されていた


新RDA
すべてがガイドラインの下にマージ・要約された

　ガイドライン＞RDAの概要＞RDAの目的と原則

　ガイドライン＞ユーザタスク

新RDA

旧RDA

機能の目的と原則

機能の目的と原則

一般的ガイドライン

一般的ガイドライン

一般的ガイドライン
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4. RDAのエレメント


5. 集合体


6. ショートカット


7. Nomen（名称）


8. その他，情報資源の記述の新手法


9. まとめ

1. ユーザタスクに焦点をあてる

RDAの元になっているFRBRもIFLA LRM，どちらもユーザ
タスクの分析と評価をモデル化したもの

旧RDA

各章の内容として「識別にとって重要とみなされる場合」
「アクセスにとって重要とみなされる場合」「識別または
選択にとって重要とみなされる場合」という指示


新RDA

これらの指示はカタロガーの判断に委ねる。

メタデータコミュニティーが判断を下す制限を定義する。
そのためにポリシーステートメントやアプリケーションプ
ロファイルを提供できる。（ポリシーズ＞）

「識別にとって重要とみなされる場合」

「アクセスにとって重要とみなされる場合」

「識別または選択にとって重要とみなされる場合」等々

PS 
(Policy Statement)

新RDA

旧RDA

NCR2018も各章の
冒頭「記録の目的」で
同様の繰り返し

2. RDAの構造　2.1 実体(entities)に従って編成

RDAは新旧ともentitiesに従って編成されている

旧RDA
FRBR, FRADの実体（グループ1，グループ2）

（FRSADが2015に発表されてグループ3の実体も追加され
たが，一般的ガイドライン以外中身はカラ）

新RDA IFLA LRMの実体

3Rプロジェクト

1. ユーザタスクに焦点をあてる


2. 新RDA toolkitの構造

2. RDAの構造　2.1 実体(entities)に従って編成
RDAは新旧ともentitiesに従って編成されている

旧RDA

Section			1:	Recording	Attributes	of	Manifestation	and	Item

Section			2:	Recording	Attributes	of	Work	and	Expression

Section			3:	Recording	Attributes	of	Person,	Family,	and	Corporate	Body

Section			4:	Recording	Attributes	of	Concept,	Object,	Event,	and	Place

Section			5:	Recording	Primary	Relationships	between	Work,	Expression,	Manifestation,	and	Item

Section			6:	Recording	Relationships	to	Persons,	Families,	and	Corporate	Bodies

Section			7:	Recording	Relationships	to	Concepts,	Objects,	Events,	and	Places

Section			8:	Recording	Relationships	between	Works,	Expressions,	Manifestations,	and	Items

Section			9:	Recording	Relationships	between	Persons,	Families,	and	Corporate	Bodies

Section	10:	Recording	Relationships	between	Concepts,	Objects,	Events,	and	Places

Attributes 属性

Relationships 関連

グループ1：資料

Work, Expression, Manifestation,and Item

グループ2

Person, Family, and Corporate Body

グループ3

Concept, Object, Event, and Place

1. ユーザタスクに焦点をあてる


2. 新RDA toolkitの構造



2. RDAの構造　2.1 実体(entities)に従って編成

RDAは新旧ともentitiesに従って編成されている
LRMのEntiteis の定義

LRM-E1 Res
　　LRM-E2 Work (著作）

　　LRM-E3 Expression（表現形）

　　LRM-E4 Manifestation（体現形）

　　LRM-E5 Item（個別資料）

　　LRM-E6 Agent（行為主体）

　　　　LRM-E7 Person（個人）

　　　LRM-E8 Collective Agent（集合的行為主体）

　　Corporate body（法人）

　　Family（家族）

　　LRM-E9 Nomen（名称）

　　LRM-E10 Place（場所）

　　LRM-E11 Time-span（時間）

(ラテン語) thing

書誌的宇宙に関するすべてのもの

新RDA

Resのうちメタデータ
ユーザが関心を持つ概
念・オブジェクト
（新しい実体を定義する
必要があれば拡張可能）

1. ユーザタスクに焦点をあてる


2. 新RDA toolkitの構造

2. RDAの構造　2.2 実体(entities)を階層化

FRモデルは階層なし，IFLA LRMの実体E・関連Rは階層化
LRMのEntiteis の定義

LRM-E1 Res
　　LRM-E2 Work (著作）

　　LRM-E3 Expression（表現形）

　　LRM-E4 Manifestation（体現形）

　　LRM-E5 Item（個別資料）

　　LRM-E6 Agent（行為主体）

　　　　LRM-E7 Person（個人）

　　　LRM-E8 Collective Agent（集合的行為主体）

　　Corporate body（法人）

　　Family（家族）

　　LRM-E9 Nomen（名称）

　　LRM-E10 Place（場所）

　　LRM-E11 Time-span（時間）

スーパークラスのEの属性と関連は，すべてサブ
クラスに継承されるので，

旧RDAで繰り返し”person, family, and corporate 
body” と言っていたところは，”agent”でよい。

IFLA LRMでは分けていないが，旧RDAの
サブクラスで異なる点を引き継いでいる

1. ユーザタスクに焦点をあてる


2. 新RDA toolkitの構造

2. RDAの構造　2.3 非直線的な並び

Section			1:	Recording	Attributes	of	Manifestation	and	Item

Section			2:	Recording	Attributes	of	Work	and	Expression

Section			3:	Recording	Attributes	of	Person,	Family,	and	Corporate	Body

Section			4:	Recording	Attributes	of	Concept,	Object,	Event,	and	Place

Section			5:	Recording	Primary	Relationships	between	Work,	Expression,	Manifestation,	and	Item

Section			6:	Recording	Relationships	to	Persons,	Families,	and	Corporate	Bodies

Section			7:	Recording	Relationships	to	Concepts,	Objects,	Events,	and	Places

Section			8:	Recording	Relationships	between	Works,	Expressions,	Manifestations,	and	Items

Section			9:	Recording	Relationships	between	Persons,	Families,	and	Corporate	Bodies

Section	10:	Recording	Relationships	between	Concepts,	Objects,	Events,	and	Places

旧RDA

グループ3の再編が必要

LRM-E1 Res
　　LRM-E2 Work

　　LRM-E3 Expression
　　LRM-E4 Manifestation
　　LRM-E5 Item
　　LRM-E6 Agent（行為主体）

　　　　LRM-E7 Person
　　　LRM-E8 Collective Agent

　　Corporate body

　　Family


　　LRM-E9 Nomen（名称）

　　LRM-E10 Place
　　LRM-E11 Time-span IFLA LRMのentities

新たなエンティティを既に番号づけ
されている中に差し込めない

本のように通読
するための並び

1. ユーザタスクに焦点をあてる


2. 新RDA toolkitの構造


3. コンテンツとキャリア


4. RDAのエレメント


5. 集合体
2. RDAの構造　2.3 非直線的な並び

旧RDA

2章，6章，11章が膨らんで
端から見ていくのが大変

小さなユニットに＝ハンドリングが容易
＝将来の拡張性

4つのメジャーセクションが常に表示

＞ドロップダウンメニュー　に展開

例えば

体現形の本タイトル

　　Entities > Manifestation > title proper


個人の生年

　　Entities > Person > date of birth

新RDA

1. ユーザタスクに焦点をあてる


2. 新RDA toolkitの構造


3. コンテンツとキャリア


4. RDAのエレメント


5. 集合体



3. コンテンツとキャリア

AACR2のGMDは羅列的=論理的に一貫性がないため拡張
が困難

例えば，GMD:h(マイクロ形態)　SMD:f(マイクロフィッシュ）の楽譜
（GMD:c　SMD:a(スコア)）はどうする？


→コンテンツ(内容)とメディア(媒体)キャリア(容れ物)のグ
リッド(縦横・格子)をONIX(複数作品の書誌情報を一括で
流通させるためのファイル規格)と連携した枠組みとする
＝RDA/ONIX Framework

1. ユーザタスクに焦点をあてる


2. 新RDA toolkitの構造


3. コンテンツとキャリア


4. RDAのエレメント


5. 集合体
3. コンテンツとキャリア

種別

新RDA toolkitの位置

NCR2018での扱い 新RDAの例

コンテンツタイプ

Entities>Expression>

content type

表現種別：表現形の内容を表現
する基本的な形式を示す種別。
動きの有無、次元、内容を知覚
するための人間の感覚器官に対
応する 語句を含む。

Expression
has authorized access point for 
expression : Brunhoff, Jean de, 
1899–1937. Babar en famille. 
English. Spoken word


has content type : spoken word

メディアタイプ

Entities>Manifestatio

n>media type

機器種別：記述対象の内容を利
用（表示、再生、実行など）す
るために必要な機器の種類を示
す種別。

Manifestation


has title proper : R｜D｜A toolkit

has media type : computer

has carrier type : online resourceキャリアタイプ


Entities>Manifestatio
n>carrier type

キャリア種別：記述対象の内容
を記録した媒体およびその形状
を示す種別。

1. ユーザタスクに焦点をあてる


2. 新RDA toolkitの構造


3. コンテンツとキャリア


4. RDAのエレメント


5. 集合体

「ババールの子どもたち」
の英語朗読

1. ユーザタスクに焦点をあてる


2. 新RDA toolkitの構造


3. コンテンツとキャリア


4. RDAのエレメント


5. 集合体
3. コンテンツとキャリア
RDA toolkitでコンテンツタイプを調べてみる

1. ユーザタスクに焦点をあてる


2. 新RDA toolkitの構造


3. コンテンツとキャリア


4. RDAのエレメント


5. 集合体
3. コンテンツとキャリア

RDA toolkitでメディアタイプを調べてみる



3. コンテンツとキャリア
RDA toolkitでキャリアタイプを調べてみる

1. ユーザタスクに焦点をあてる


2. 新RDA toolkitの構造


3. コンテンツとキャリア


4. RDAのエレメント


5. 集合体
3. コンテンツとキャリア

RDAで規定しているのは語彙エンコーディングスキーム＝枠組み


（運用の自由さ）

•各タイプで複数該当がある場合，主要部分を記録するか，すべて記録
するか，等はRDAでは決めていない（各コミュニティーポリシーで判
断可）


•対象者に適したユーザーフレンドリーなラベルにマッピングできる

　例）

　con.T: 動画，med.T: コンピュータ，car.T: ビデオ →「オンラインビデオ」と表示

　con.T: テキスト，med.T: 仲介なし，car.T: ボリューム →「印刷テキスト」と表示

　　または，他のデータと組み合わせて「本」「ジャーナル」や，アイコンで表示

1. ユーザタスクに焦点をあてる


2. 新RDA toolkitの構造


3. コンテンツとキャリア


4. RDAのエレメント


5. 集合体

4. RDAのエレメント

RDAは新旧ともEntityに従って編成されている。（2.1のスライドと同じ表）

旧RDA
FRBR, FRADの実体（グループ1，グループ2）

（FRSADが2015に発表されてグループ3の実体も追加され
たが，一般的ガイドライン以外中身はカラ）

新RDA IFLA LRMの実体

IFLA LRM 2.2

Any practical application will need to determine an appropriate level of 
precision, requiring either expansion within the context of the model, or 
possibly some omissions. However, for an implementation to be viewed 
as a faithful implementation of the model, the basic structure of the 
entities and the relationships among them (including the cardinality 
constraints), and the attachment of those attributes implemented, needs 
to be respected.

2.2 実装基盤としての概念モデル
…どのような実際の適用においても精度の適切な水準を決定することが必要と
され，本モデルの文脈の中での拡張またはおそらくはいくつかの省略を要求す
る。しかしながら，本モデルの忠実な実装と見られる実装については，実体と
それらの間との関連の基礎構造（基数の制限を含む）および適用される属性の
付与を尊重する必要がある。（『IFLA図書館参照モデル』の日本語訳 p.6）

実際の適用で，適切なレベルの精度を決定する
必要があるということ。適用を決定する際に，
拡張や省略が必要になる場合もあるが，実体の
基本構造と実体間の関連（要素の数の制約を含
む）、および属性のアタッチメント（連結?）は
尊重することが大事。

1. ユーザタスクに焦点をあてる


2. 新RDA toolkitの構造


3. コンテンツとキャリア


4. RDAのエレメント


5. 集合体
4. RDAのエレメント

Guidance > Introduction to RDA > Data elements. RDA elements

RDAのエレメントは，IFLA LRMの実体ごとの「属性」「関連」にあた
り，LRMより高レベルの粒度を提供。


メタデータ要素セットとしてのRDA

a)リソースのプロパティーを反映する要素，要素サブタイプ，サブ要素の
セット

b)各要素，要素サブタイプ，サブ要素の定義

c)各要素，要素サブタイプ，サブ要素の値表現のパラメータ


即ち，新RDAはデータ要素＋ガイドライン＋作成手順　のパケージ 
（旧RDAは指示とガイドラインに重点を置いて，伝統的な目録コードの外観
の面があった）

AACR2でもで使用されてきた用語
RDAでは事前定義された要素セットの意味



4. RDAのエレメント　4.1多くの新しい要素

•コンピュータによって解読可能なようエレメントに分解（例えば，AACR2では漠然と
「その他の物理的特徴」と記述していたもの）


•概念モデルで定義された，より高い精度の（特定のユーザに対応するための）エレメ
ントを追加（例えば視覚障害者のためのエレメント”braille code”追加）


• IFAL LRMの概念モデルに追加された多くのデータ要素


• IFAL LRMの概念モデルで加わった上位概念のデータ要素

例 AACR2で “other physical details”

(sound recording) type of recording, playing 
speed, groove characteristic, track configuration, 
tape configuration, configuration of playback 
channels, special playback characteristic

(motion picture/video recording) aspect ration, 
presentation format, sound characteristic, colour 
content, projection speed

4. RDAのエレメント　4.2 ドメインとレンジ

定義とスコープが全ての
パスの最初に。
そのエレメントの参照先
が続く。

開くと

エレメントの参照先
その要素がIFLA LRMやMARC21などに
どのようにマッピングされるかの情報

人が生まれた期間に関連付ける

Domain(訳すと領域)：　
インターネット上の住所

Range(範囲)：定義域RDA Glossary用語集では，
• ドメイン 
要素によって記述されるRDAエンティティ。

• 範囲 
関係要素の値であるRDAエンティティ。

4. RDAのエレメント　4.2 ドメインとレンジ
Domain：インターネット上の住所 Range(範囲)：定義域

属性要素
では Domainのみ 例えば


職業

Profession or occupationのドメイン
は人（個人の要素に対応）


Morgan Freemanー俳優

関連要素
では

Domainと

Range

例えば

生年

date of birthのドメインは人，

レンジは時間


生年は，人(個人)の時間との関連に
ついての情報を記録するエレメント

要素のDomain，またはDomainとRangeは新たなエレメント自身を方向づ
ける最速の方法

4. RDAのエレメント　（4.2から寄り道）

別ウィンドが開く

RDA Redistry

Definition(定義)

「人を、人が生まれた期間に関連付ける」



4. RDAのエレメント　（4.2から寄り道）

開くと

4. RDAのエレメント　（4.2から寄り道）

structured description 

構造化された説明

開くと
識別子

IRI

4. RDAのエレメント　4.3 関連
IFLAの書誌概念モデルの実装として，RDAは「関連」を常に重視

Guidance > Introduction to RDA > Objectives and principles governing RDA

エンティティを説明するメタデータは、エンティティ間の関連を示す必要がある

例

Entities > Manifestation


Manifestation


4. RDAのエレメント　4.3 関連

旧RDA

Appendix 1.3

editor/editor of

新RDA

(10件のエレメント）

1. ユーザタスクに焦点をあてる


2. 新RDA toolkitの構造


3. コンテンツとキャリア


4. RDAのエレメント


5. 集合体



5. 集合体 Aggregates
IFLA LRMの用語　Aggregated (expression) (エレメント名和訳：集めた表現形）

NCR2018や最初のRDAには無い。


Aggregates(集合体現形)　『IFLA図書館参照モデル』p.94-96

• 表現形の集合コレクション（選集，アンソロジー，モノグラフシリー
ズ，逐次刊行物の各号等）


• 増補による集合体現形（序説，挿絵，註釈などが増補の著作の例）

• 並列的表現形の集合体現形（多言語で出版されるマニュアルや公的
文書，テキストとその翻訳，映画の吹替版を含むDVD等）


RDAではこのIFLA LRMの概念をSerialを含め，体現形レベ
ルにモデル化

集合体は、集合体表現形と集合体である1つ以上の表現形を具体化する
体現形(Guidance > Aggregates)

どういう実体か？著作か表現形か？課題だった

2. 新RDA toolkitの構造


3. コンテンツとキャリア


4. RDAのエレメント


5. 集合体


6. ショートカット


7. Nomen（名称）


8. その他，情報資源の記述の新手法
5. 集合体 Aggregates

Poem A

Poem C

Poem B

Expression of 
Poem A

Expression of 
Poem B

Expression of 
Poem C

Anthology = Aggregate= 

A manifestation

Plan for the anthology 
(the aggregating 

expression)

Plan for the anthology 
(the aggregating work)

is realized through is embodied in

is realized through

is embodied in

『Introducing RDA』fig. 5.8 (p. 122)

2. 新RDA toolkitの構造


3. コンテンツとキャリア


4. RDAのエレメント


5. 集合体


6. ショートカット


7. Nomen（名称）


8. その他，情報資源の記述の新手法

5. 集合体 Aggregates

詩A著作

詩C著作

詩B著作

詩Aの表現形

詩Bの表現形

詩Bの表現形

アンソロジー = 集合体= 

1つの体現形

アンソロジーの計画
(表現形を集める)

アンソロジーの計画
(著作を集める)

実現させる 具体化させる

『Introducing RDA』fig. 5.8 (p. 122)

『IFLA図書館参照モデル』のエレメント名和英対照表　の訳語

具体化させる

実現させる

2. 新RDA toolkitの構造


3. コンテンツとキャリア


4. RDAのエレメント


5. 集合体


6. ショートカット


7. Nomen（名称）


8. その他，情報資源の記述の新手法
5. 集合体 Aggregates

関連を受入れることを保証する方法＝必要に応じて関連
を記録できるということ（目録作成者が詩集の中の各詩の記述
をしてアクセスできるようにすると言うことではない。）

例: 逐次刊行物の書誌Serialと，記事Articleとのリンクのイメージ


(マイクロチャプター，マイクロコンテンツとのリンクについて，7/8のNIIオープン
フォーラム コンテンツトラック2 飯野氏講演で言及）


体現形の集合体AggregatesのAgent行為主体は，contributor 
例: “Classics of children’s literature” edited by John W. Griffith, Charles H. 
Frey. Macmillan, 1981(トム・ソーヤの冒険，宝島など収録）は集合体の体
現形として扱い，編者の意図の元に具現化されたと位置付ける。

2. 新RDA toolkitの構造


3. コンテンツとキャリア


4. RDAのエレメント


5. 集合体


6. ショートカット


7. Nomen（名称）


8. その他，情報資源の記述の新手法



6. ショートカット

A shortcut is a relationship element that directly relates 
two RDA entities that are indirectly related through one 
or more intermediary entities.

This allows the two entities to be associated without 
recording any of the intermediary entities or 
relationships.

中間エンティティまたは関係を記録せず
に、2つのエンティティを関連付けるこ
とができる。

2. 新RDA toolkitの構造


3. コンテンツとキャリア


4. RDAのエレメント


5. 集合体


6. ショートカット


7. Nomen（名称）


8. その他，情報資源の記述の新手法
6. ショートカット

著作

表現形

体現形

is realized through

実現させる

is embodied in

具体化させる

著作の物理的な具体化

2. 新RDA toolkitの構造


3. コンテンツとキャリア


4. RDAのエレメント


5. 集合体


6. ショートカット


7. Nomen（名称）


8. その他，情報資源の記述の新手法

6. ショートカット

行為主体

体現形

出版者

名称

定義：体現形の公開を担当する行為主体の名前である名称
　→　体現形の出版者の名前

2. 新RDA toolkitの構造


3. コンテンツとキャリア


4. RDAのエレメント


5. 集合体


6. ショートカット


7. Nomen（名称）


8. その他，情報資源の記述の新手法
7. Nomen（名称）

NomenはID管理または典拠コントロールで役立つ
（FRAD,FRSADの統合で生じた実体だということを思い出して）

IFLA LRM のR13 has appellation (res) = 呼称をもつ (res)

nomenres
実体と名義・名称の関係
1対多　の関係

Lewis Carroll

L. Carroll

Charles Lutwidge Dodgson

C. L. Dodgson

Charles L. Dodgson

The Reverend Charles Lutwidge Dodgson

Carroll, Lewis, 1832-1898

Dodgson, Charles Lutwidge, 1832-1898

体現形のタイトルページから目録作成者が転記

アクセスポイント（児童文学者として）
アクセスポイント（数学者として）

1人の人物

3. コンテンツとキャリア


4. RDAのエレメント


5. 集合体


6. ショートカット


7. Nomen（名称）


8. その他，情報資源の記述の新手法


9. まとめ



7. Nomen（名称）

ヨーク大聖堂の通称

正式名称は「Metropolitan Church of 
St. Peter, York」

プラド美術館の通称

正式名称は「Museo Nacional del Prado

通称

団体名には正式名称と慣習名（通称）がよくある

通称を記録する

4. RDAのエレメント


5. 集合体


6. ショートカット


7. Nomen（名称）


8. その他，情報資源の記述の新手法


9. まとめ 7. Nomen（名称）

ヨーク大聖堂の通称

正式名称は「Metropolitan Church of 
St. Peter, York」

プラド美術館の通称

正式名称は「Museo Nacional del Prado

通称

団体名には正式名称と慣習名（通称）がよくある

通称を記録する

他のコミュニティーのモデル化とも
一致

CIDOC（博物館コミュニティーのモ
デル）

SKOS: Simple Knowledge 
Organization System（W3Cの標準）

4. RDAのエレメント


5. 集合体


6. ショートカット


7. Nomen（名称）


8. その他，情報資源の記述の新手法


9. まとめ

8. その他，情報資源の記述の新手法

1. 架空の実体と人間以外の実体 Fictitious and Non-Human 
Entities


2. 通時的著作 Diachronic Works


3. 代表表現形 Representative Expression  E2-A2


4. 体現形表示 Manifestation Statement  E4-A4

6. ショートカット


7. Nomen（名称）


8. その他，情報資源の記述の新手法


9. まとめ

8. その他，情報資源の記述の新手法

1. 架空の実体と人間以外の実体


FRBR
架空の実体と人間以外の

実体を含む
Snoopy, MissPiggy, 
Doctor Watson…FRAD

旧RDA

IFLA LRM Personは個々の人間

E7 (属性は職業）

体現形の責任表示として架
空の実体が書かれていたら新RDA

pseudonyms appellation（仮名の呼称）は
名称と行為主体の関連とは考えない
→表現形の実体，明示の関連実体

3. コンテンツとキャリア


4. RDAのエレメント


5. 集合体


6. ショートカット


7. Nomen（名称）


8. その他，情報資源の記述の新手法


9. まとめ



8. その他，情報資源の記述の新手法
2. 通時的著作＝時間の経過とともに具現化される予定の著作

単一の出版行為ではなく、時間の経過とともに具体化されることが計画されている
著作。 計画が実行されると、著作の内容は，1つまたは複数の表現形によって具体
化される1つまたは複数の表現によって実現されることによって時間とともに変化
する。RDAでは継続資源（逐次刊行物と更新資料）とは言わない。

AACR2 継続資料＝逐次刊行物と更新資料

旧RDA
刊行方式 mood of issuance


単行資料，複数巻単行資料，逐次刊行物，更新資料

新RDA
刊行方式 mood of issuance

複数ユニット，単一ユニット

延長計画 extension plan

5分類

新しいエレメント属性 “extension plan”

3. コンテンツとキャリア


4. RDAのエレメント


5. 集合体


6. ショートカット


7. Nomen（名称）


8. その他，情報資源の記述の新手法


9. まとめ
8. その他，情報資源の記述の新手法

新しい用語 “extension plan”

著作の内容拡張の意図に関する分類の概念

RDA Registryはcc byで公開されています。

3. コンテンツとキャリア


4. RDAのエレメント


5. 集合体


6. ショートカット


7. Nomen（名称）


8. その他，情報資源の記述の新手法


9. まとめ

8. その他，情報資源の記述の新手法

新しい用語 “extension plan” 著作の内容拡張の意図に関する5分類

RDA Registryはcc byで公開されています。

CU
RI
E

Preferred label 定義

rdaep
:1001

"static plan" 静的計画 "An extension plan for a work intended to be 
realized in one or more distinct expressions that 
are all embodied simultaneously."

同時に具現化される1または複数の表
現形からなる著作

rdaep
:1002

"integrating 
determinate plan"

統合

限定期間

"An extension plan for a work that is intended 
to be realized in one distinct expression that is 
embodied during a closed timespan."

閉じた期間に具現化される1つの表現
形についての著作。プロジェクト，会
議Webサイトなど

rdaep
:1003

"integrating 
indeterminate plan"

統合

不確定期間

"An extension plan for a work that is intended 
to be realized in one distinct expression that is 
embodied during an open timespan."

オープンな期間に具体化される1つの
表現形についての著作。法律，標準，
Wikiなど

rdaep
:1004

"successive 
determinate plan"

継続的

限定期間

"An extension plan for a work that is intended 
to be realized in multiple distinct expressions 
that are embodied during a closed timespan."

閉じた期間に具現化される複数の表現
形についての著作。小説，辞書，参考
図書著作などの連載

rdaep
:1005

"successive 
indeterminate plan"

継続的

不確定期間

"An extension plan for a work that is intended 
to be realized in multiple distinct expressions 
that are embodied during an open timespan,"

オープンな期間に具体化される複数の
表現形についての著作

"serial work plan”　逐次刊行物著作

3. コンテンツとキャリア


4. RDAのエレメント


5. 集合体


6. ショートカット


7. Nomen（名称）


8. その他，情報資源の記述の新手法


9. まとめ
8. その他，情報資源の記述の新手法

新しい用語 “extension plan”
著作の内容拡張の意図に関する5分類

RDA/ONIX Framework の分類

simultaneously 
同時に 1または複数の体現形からなる著作

determinate 
終期を予定

会議録，プロジェクト
の記録など

連載版など

indeterminate 
終期が未定 法律，標準など 逐次刊行物

integrating　統合 successive　継続

刊行方式 mood of issuance（複数・単一ユニット）は体現形の要素で，相関関係はない

（static plan，integrating determinate plan，integrating indeterminate planでも複数ユニットはある）


コンテンツとキャリアを明確にすることができる

刊行方式ー体現形のエレメント→キャリア

拡張計画ー著作のエレメント　→コンテンツ

3. コンテンツとキャリア


4. RDAのエレメント


5. 集合体


6. ショートカット


7. Nomen（名称）


8. その他，情報資源の記述の新手法


9. まとめ



8. その他，情報資源の記述の新手法
2. 通時的著作　IFLA LRMでは


IFLA LRM の新しい逐次刊行物の理解（5.8）『IFLA図書館参照モデル』p.96太字まま


•逐次刊行物の各号は，複数の表現形を具体化した1つの体現形というIFLA 
LRMの集合体現形の定義に合致して集合体現形を構成し，複数の著作の表
現形を具体化している。


•各号は，その号の集合のために編集プランを提供する集合化著作の表現形
を具体化している。


•逐次刊行物全体を占める体現形は，経年的に順を追って刊行された部分か
ら成り，ここには体現形レベルの全体・部分関連(LRM-R26)がある。


•逐次刊行された連続する集合体である体現形の場合，それに対応する集合
化著作は逐次刊行物著作(serial work)と名づけられる。本モデルにおいて逐
次刊行物著作という用語は，集合化著作のうちのこの特定タイプに限定し
て使用する。 何度読んでもチンプンカンプン


ISSN, ISBDコミュニティーと協議し，一貫性を保ちながら，
LRMの雑誌の考え方を，今後も協議していく

3. コンテンツとキャリア


4. RDAのエレメント


5. 集合体


6. ショートカット


7. Nomen（名称）


8. その他，情報資源の記述の新手法


9. まとめ

3. コンテンツとキャリア


4. RDAのエレメント


5. 集合体


6. ショートカット


7. Nomen（名称）


8. その他，情報資源の記述の新手法


9. まとめ

「逐次刊行物著作」

　Atlantic monthly
Atlantic monthly (Boston, Mass. :1993)

Atlantic (Boston, Mass. :1981)

Atlantic monthly (Boston, Mass. :1971)

Atlantic (Boston, Mass. :1932)

Atlantic monthly (Boston, Mass. :1875)

Serial 
Work 

逐次刊行物著作 
連続する集合体

Online

Paper

Microfilm articles

issues

ArticleのWork 
複数の表現形を具体化した
集合体現形の集合化著作

集合体化著作の表現形

WEM lock

第1回と同じ図

全体・部分関連(LRM-R26)

新しい用語 “work group”

8. その他，情報資源の記述の新手法

関連性の高い著作をまとめるクラスタ

スキームの識別子で指示


例）ISSN-L (linking ISSN)


例）LC/NACO典拠ファイルの

　　優先タイトル


NDL書誌情報ニュースレター


2007年3号(通号3号)　2007年12月25日掲載


(1) 媒体が一つしかない場合も含めて、全てのISSNレコードに必
須のデータ 
(2) データ形式はISSN番号と同じ


(3) 同一の継続資料の中で、ISSNネットワークの国際センターが
管理するデータベースISSN Registerに最初に登録された媒体の
ISSNが、全ての媒体の版のLinking ISSNとして採用される


例：

印刷物

ISSN 0001-0001

ISSN-L 0001-0001

 

オンライン版

ISSN 1777-2777

ISSN-L 0001-0001

新しい用語 “work group”

4. RDAのエレメント


5. 集合体


6. ショートカット


7. Nomen（名称）


8. その他，情報資源の記述の新手法


9. まとめ 8. その他，情報資源の記述の新手法
3. 代表表現形 E2-A2

representative expression 
An expression that is considered a canonical source of data for identifying a work. 
著作を特定するための標準的なデータソースと見なされる表現形
（オリジナルの言語の表現形やよく知られた形の表現形）

“Alice’s adventures in Wonderland. ” の代表的表現形は？
著作のエレメント　a novel

コンテンツタイプ　a text

表現形の言語　　　in English

意図された表現形の対象　　for children 

IFLA LRMのE2-A2 代表表現形属性
ユーザが著作を他の著作と区別する時に必要な著作(E2)の属性(A2)

作者の本来の意図をより代表しているとみなされるもの
＝正典的
＝著作の最初のまたはオリジナルの表現形

著作のエレメント

3. コンテンツとキャリア


4. RDAのエレメント


5. 集合体


6. ショートカット


7. Nomen（名称）


8. その他，情報資源の記述の新手法


9. まとめ



8. その他，情報資源の記述の新手法
4. 体現形表示　E4-A4

『IFLA図書館参照モデル』p. 46


定義
体現形の例示（exemplar)に現れ，その情報資源がどのよう
に自身を表現しているかを，利用者が理解するために重要で
あると思われる表示

スコープ
ノート

体現形表示は，通常，体現形の例示に存在する単数または複
数の情報源から転記される表示である。転記の慣行は，それ
ぞれの実装により成文化されている。…

Manifestation Statement　旧RDAでは第2章　全体

3. コンテンツとキャリア


4. RDAのエレメント


5. 集合体


6. ショートカット


7. Nomen（名称）


8. その他，情報資源の記述の新手法


9. まとめ
8. その他，情報資源の記述の新手法
4. 体現形表示　E4-A4


原則

ファクシミリ（写）と複製

体現形表示に記録するエレメントがアルファベット順に

タイトルおよび責任表示

著作権表示

版表示

出版表示
製作表示

識別子表示

頒布表示

3. コンテンツとキャリア


4. RDAのエレメント


5. 集合体


6. ショートカット


7. Nomen（名称）


8. その他，情報資源の記述の新手法


9. まとめ

8. その他，情報資源の記述の新手法
4. 体現形表示　E4-A4

　“Transcription” 転写


a. 基本的転写

b. 正規化された転写（人の介入が必要な場合は）

最小限のカタログ作成者の介入：大文字使用法，句読点，数詞，発音記号

→ 文字おこしの任意のガイドラインによる＝コミュニティーのニーズ


a.でもいいし，部分によってb.，地域のガイドラインを使うことも可

メタデータコミュニティに任される


3. コンテンツとキャリア


4. RDAのエレメント


5. 集合体


6. ショートカット


7. Nomen（名称）


8. その他，情報資源の記述の新手法


9. まとめ
9. まとめ: 新RDA toolkit

•セマンティックWebへの最適化


• IFLA LRMとの連携（新しい実体・属性・関連の導入と
一般化）


•直線的なテキストから，様々なワークフローに対応でき
て，将来拡張も可能なデータ要素のセットへ進化

1. ユーザタスクに焦点をあてる


2. 新RDA toolkitの構造


3. コンテンツとキャリア


4. RDAのエレメント


5. 集合体


6. ショートカット


7. Nomen（名称）


8. その他，情報資源の記述の新手法


9. まとめ
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RDAを使ってみよう

1. ナビゲーション　Navigation in the RDA Toolkit


2. 記録方法  Recording Methods


3. エレメントの参照　Element Reference
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フリーで視聴できるYouTubeのデモもあります
https://www.youtube.com/watch?v=hahrrR_5hdw

RDAを使ってみよう
1. Navigation in the RDA Toolkit


2. Recording Methods


3. Element Reference


4. Condition/Option

5. Encoding Schemes


6. Policy Statements


7. Data Provenance


8. Examples


9. Glossary

ブラウジングと検索

例）出版年

RDAを使ってみよう

関係する他のエレメントへ参照

他の標準を参照

パーソナルログインや，
ブックマーク，メモを残す
方法などは今回説明省略

1. Navigation in the RDA Toolkit


2. Recording Methods


3. Element Reference


4. Condition/Option
例）本タイトル

5. Encoding Schemes


6. Policy Statements


7. Data Provenance


8. Examples


9. Glossary



5. Encoding Schemes


6. Policy Statements


7. Data Provenance


8. Examples


9. Glossary

RDAを使ってみよう
1. Navigation in the RDA Toolkit


2. Recording Methods


3. Element Reference


4. Condition/Option
例）専門または職業

この情報はPerson「個人」の情報の一部として記録する

非構造記述の記録

構造記述の記録

識別子の記録

IRIの記録

例示

RDAを使ってみよう
1. Navigation in the RDA Toolkit


2. Recording Methods


3. Element Reference


4. Condition/Option
例）表現形の言語

非構造記述の記録

構造記述の記録

識別子の記録

IRIの記録

5. Encoding Schemes


6. Policy Statements


7. Data Provenance


8. Examples


9. Glossary

5. Encoding Schemes


6. Policy Statements


7. Data Provenance


8. Examples


9. Glossary

RDAを使ってみよう
1. Navigation in the RDA Toolkit


2. Recording Methods


3. Element Reference


4. Condition/Option
例）版表示 例）出版日付

RDAを使ってみよう

1. Navigation in the RDA Toolkit


2. Recording Methods


3. Element Reference


4. Condition/Option

interactiveかnon-
interactiveしかない

option = instruction 指示の意味
condition = 条件の意味

例）双方向性 例）コンテンツ タイプ

表現形に2以上のコンテンツタイプが
ある場合

すべてのコンテンツタイプを記録する

主要なコンテンツタイプのみを記録する

体現形の最も重要なコンテンツに適用さ
れるコンテンツタイプのみを記録する

＊因みに，LC-PCCではどれも方ロガーの判断
「LC/PCC practice: Cataloger's judgment.」

5. Encoding Schemes


6. Policy Statements


7. Data Provenance


8. Examples


9. Glossary
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2. Recording Methods


3. Element Reference


4. Condition/Option

5. Encoding Schemes


6. Policy Statements


7. Data Provenance


8. Examples


9. Glossary

option = instruction 指示の意味
condition = 条件の意味

例）個人の優先名

Personの値：列聖された人の人の名前には、Saintという用語が含まれます。
Person：name of personの値には、Person：surnameの値が含まれます。

聖人という用語は省略してください。
聖人という用語については、「人：人のアクセスポイント」を
参照してください。人のアクセスポイントの追加要素と指定。

大英図書館： 該当する場合は、NACOの
ガイダンスに従って申請してください

RDAを使ってみよう

1. Navigation in the RDA Toolkit


2. Recording Methods


3. Element Reference


4. Condition/Option

5. Encoding Schemes


6. Policy Statements


7. Data Provenance


8. Examples


9. Glossary例）専門または職業

ベーシックな例示

例）コンテンツ タイプ

コンテキスト視点での例示

RDAを使ってみよう

1. Navigation in the RDA Toolkit


2. Recording Methods


3. Element Reference


4. Condition/Option

5. Encoding Schemes


6. Policy Statements


7. Data Provenance


8. Examples


9. Glossary

関連の視点での例示

例）個人に関連する国 例）著作の創作主体

記録方法例

RDAを使ってみよう

1. Navigation in the RDA Toolkit


2. Recording Methods


3. Element Reference


4. Condition/Option

5. Encoding Schemes


6. Policy Statements


7. Data Provenance


8. Examples


9. Glossary

すべてのエンティティー（実体）と要素を含む
参照・代替ラベルも含み，ナビゲーション機能の補助にもなる



RDAを使ってみよう

1. Navigation in the RDA Toolkit


2. Recording Methods


3. Element Reference


4. Condition/Option

5. Encoding Schemes


6. Policy Statements


7. Data Provenance


8. Examples


9. Glossary

RDA Linked Data Forum – ALA Midwinter.  Jan. 27, 2020

Deliverance. A Journey through the RDA Workflow. James Hennelly. 

http://www.rda-rsc.org/sites/all/files/Hennelly%20Deliverance%20RDA%20Workflow.pdf

改訂や変更を行う
自動化更新システム

バックエンド作業用のRDA
スタッフレジストリ

RDAの新しいインフラで，
データの再利用を可能に


